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講師紹介 
 

『光触媒 ～光を当てるだけで汚れが落ちる～』 
  

酸化チタンを 10～20nm(ナノメートル)の大きさの粉末にして、いろいろな物質にコー

ティングします。すると、酸化チタンの粒は非常に小さいので透明コーティングになります。

これに太陽光が当たると強い酸化力がはたらきます。これが、光触媒の原理であり、これに

より殺菌効果が確認されています。また、コーティングされた表面に水をかけると水が全面

を覆ってしまう、超親水性効果という現象も確認されています。すると、油汚れがあっても、

水が油を浮かせてしまうわけです。これも光触媒の大きな特徴の 1つです。これらの効果は、

既に建材のセルフクリーニングや、空気や水の浄化、殺菌、ガラスの曇り防止など、様々な

場面で利用されています。札幌ドームの展望台、東京駅グランルーフのテント、新幹線の空

気清浄機などが実用化された例として挙げられます。 


